
2003 DECEMBER

重い杵を持ち上げて、みんなで餅つきペッタン、ペッタン。
11月2日、3日に開催された文化祭、産業まつりでの「子ども

餅つき体験」
みんなで力を合わせたお餅はおいしくできたかな。

No.302

楽しく餅つき

広 報 長生村のホームページ　http://www.vill.chosei.chiba.jp/index.html
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みみ んん ななのの

笑顔笑顔

合併問題を考える（九）

村の職員の給与等を公表します

6

長生村のホームページ
http://www.vill.chosei.chiba.jp/index.html

村村ののででききごごとといろいろ
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11
月
10
日
、
一
宮
町
シ
ー
サ
イ
ド
オ
オ

ツ
カ
で
、
第
３
回
長
生
郡
市
合
併
協
議
会

が
開
催
さ
れ
、
次
の
案
件
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
ま
し
た
。

○
合
併
の
方
式

長
生
村
、
茂
原
市
、
一
宮
町
、
睦
沢
町
、

白
子
町
、
長
柄
町
お
よ
び
長
南
町
を
廃
止

し
、
長
生
郡
市
７
市
町
村
で
新
し
い
市
を

設
置
す
る
、
新
設
合
併
と
す
る
こ
と
が
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
新
市
の
名
称

決
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
よ
り
、

「
協
議
会
に
よ
る
決
定
」
と
、「
新
市
名
称

候
補
選
定
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
新
市

の
名
称
候
補
に
つ
い
て
い
く
つ
か
を
選
択

し
、
協
議
会
の
場
に
お
い
て
協
議
・
決
定

す
る
方
法
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
消
防
・
水
道
・
ゴ
ミ
処

理
・
病
院
な
ど
を
長
生
広
域
で
行
い
、
地

域
を
長
生
と
呼
び
、
そ
の
名
が
定
着
し
て

い
る
の
で
、
新
市
名
を
「
長
生
市
」
で
検

討
し
、
各
市
町
村
に
持
ち
帰
り
、
次
回
の

協
議
会
で
決
め
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案

が
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
他
の
委

員
か
ら
は
、

・
住
民
か
ら
も
意
見
を
求
め
、
公
募
し
て

は
ど
う
か
。

・
最
終
的
に
は
協
議
会
で
決
め
る
こ
と
に

な
る
が
、
小
委
員
会
を
設
置
し
て
検
討
す

べ
き
。

・
協
議
会
の
委
員
に
な
っ
て
い
る
人
は
住

民
の
代
表
で
あ
る
の
で
、
協
議
会
で
決
め

る
べ
き
。

・
住
民
が
ど
う
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る

か
知
る
こ
と
も
大
事
な
の
で
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
っ
て
多
い
も
の
を
検
討
し
た
い
。

・
公
募
し
た
ら
ま
と
ま
ら
な
く
な
る
。
各

市
町
村
と
も
愛
着
と
歴
史
が
あ
る
。

そ
の
他
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
各
市
町
村
６
人
の
委
員
で
協
議
し
、

次
回
協
議
会
ま
で
に
新
市
名
の
決
定
方
法

に
つ
い
て
意
見
統
一
す
る
こ
と
で
、
継
続

協
議
と
な
り
ま
し
た
。

○
新
市
の
事
務
所
の
位
置

新
市
の
事
務
所
の
位
置
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
利
便
性
、
交
通
事
情
、
他
官
公
署

と
の
関
係
を
考
慮
し
て
、
現
在
の
茂
原
市

役
所
と
す
る
こ
と
を
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

11
月
４
日
、
長
南
町
役
場
に
て
、
第
１

回
新
市
建
設
計
画
策
定
小
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
翌
５
日
に
は
、
長
柄
町
役
場
に
て
、

第
１
回
議
会
議
員
・
農
業
委
員
会
委
員
の

定
数
お
よ
び
任
期
等
検
討
小
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
の
で
そ
の
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◇
新
市
建
設
計
画
小
委
員
会

○
委
員
長
・
副
委
員
長
の
選
任

委
員
の
推
薦
の
方
法
で
協
議
の
結
果
、

次
の
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

・
委
員
長
　
　
篠
瀬
三
喜
男(

一
宮
町)

・
副
委
員
長
　
牧
野
　
　
昭(

茂
原
市)

○
調
査
・
審
議
す
る
主
要
事
項

・
基
本
方
針
、
建
設
の
根
幹
と
な
る
べ
き

事
業
、
公
共
施
設
の
統
合
整
備
、
財
政
計

画
な
ど
を
調
査
・
審
議
し
ま
す
。

○
今
後
の
小
委
員
会
開
催
日
程

次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

◇
議
会
議
員
・
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数

及
び
任
期
等
検
討
小
委
員
会

○
委
員
長
・
副
委
員
長
の
選
任

選
考
委
員
を
立
て
協
議
の
結
果
、
次
の

人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

・
委
員
長
　
　
東
條
　
藤
夫(
長
生
村)

・
副
委
員
長
　
朝
比
奈
時
子(

睦
沢
町)

○
小
委
員
会
の
付
託
事
項

(

１)

新
市
の
議
会
議
員
に
つ
き
、
合
併
特

例
法
第
６
条(

議
会
議
員
の
定
数
に
関
す

る
特
例)

お
よ
び
第
７
条(

議
会
議
員
の
在

任
に
関
す
る
特
例)

の
取
扱
い
、
議
員
報

酬
に
つ
い
て
協
議
・
調
整

(

２)

新
市
の
農
業
委
員
会
委
員
に
つ
き
、

合
併
特
例
法
第
８
条(

農
業
委
員
会
の
委

員
の
任
期
等
に
関
す
る
特
例)

の
取
扱
い

等
に
つ
い
て
協
議
・
調
整

○
今
後
の
小
委
員
会
開
催
日
程

開 催 日

第３回 12月13日(土)

第４回 16年１月15日(木)

第５回 ２月17日(火)

第６回 ３月15日(月)

第７回 ４月15日(木)

第８回 ５月14日(金)

第９回 ６月15日(火)

第10回 ７月15日(木)

開 催 日

第２回 12月14日(日)

第３回 16年１月16日(金)

第４回 ２月16日(月)

第５回 ３月16日(火)

合
併
問
題
を
考
え
る
（
九
）

第
３
回
合
併
協
議
会
の
報
告

小
委
員
会
の
報
告

※
第
２
回
の
小
委
員
会
で
は
、
各
市
町
村

の
議
会
・
農
業
委
員
会
の
代
表
者
を
招
い

て
意
向
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

11
月
号
の
合
併
問
題
を
考
え
る
（
八
）
で
、

新
市
建
設
計
画
策
定
小
委
員
会
の
委
員
、
植
草

泰
子
さ
ん
を
達
子
さ
ん
と
掲
載
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。



4

区　　　分 経験年数7～10年 経験年数10～15年 経験年数15～20年

一般行政職
大学卒 247,300円 253,400円 305,000円

高校卒 203,900円 227,200円 276,500円

表１　人件費の状況（平成14年度一般会計決算）

表２　職員給与費の状況（平成15年度一般会計予算）

職員数 １人当たり
区　分 期末.勤勉 給　与　費

Ａ 給　　料 職員手当 手　　当 計　Ｂ （Ｂ／Ａ）

平　成 千円 千円 千円 千円 千円
15年度 140人 519,877 58,740 230,625 809,242 5,780

給　　　　与　　　　費

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

（注）１．職員手当には退職手当を含みません。
２．給与費は当初予算に計上された額であり、給与費改善分として１％分
を含みます。

表３　職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢
の状況　　　　　　　　（平成15年4月1日現在）

区　分
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

長生村
円 円 歳 円 円 歳

317,948 353,730 40.1 281,325 306,010 53.7

千葉県
円 円 歳 円 円 歳

375,647 461,395 43.6 335,814 385,413 48.5

一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

表４　職員の初任給の状況　　（平成15年4月1日現在）
長　生　村 千　葉　県 国

初任給
採用2年経過

初任給
採用2年経過

初任給
採用2年経過

日の給料額 日の給料額 日の給料額

大学卒
円 円 円 円 円 円

一　般 171,500 185,600 178,400 191,600 171,500 185,600
行政職

高校卒
円 円 円 円 円 円

144,000 155,000 144,000 155,000 139,500 149,200

区　　分

表５　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成15年4月1日現在）

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用
後の年数をいいます。

表６　一般行政職の級別職員数の状況
（平成15年4月1日現在）

区　　分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 ８　級 計

標準的な 主事補 主　事 主任主事 主任主事 係　長 課長補佐 課長補佐 課　長

職務内容 技師補 技　師 主任技師 主任技師 副主査 主　査 副主幹 主　幹

職員数 9人 22人 1人 7人 23人 1人 6人 18人 87人

構成比 10.3％ 25.3％ 1.2％ 8.0％ 26.4％ 1.2％ 6.9％ 20.7％ 100％

1年前の
9.3％ 19.8％ 9.3％ 2.3％ 27.9％ 4.6％ 7.0％ 19.8％ 100％

構成比

2年前の

構成比
1.2％ 21.7％ 10.8％ 3.6％ 24.1％ 12.1％ 6.0％ 20.5％ 100％

（注）１．長生村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

村
職
員
の
給
与
等
を

公
表
し
ま
す

長
生
村
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
、
村
民
の
み
な
さ
ん
に

広
く
そ
の
内
容
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
次
の
と
お
り
公

表
し
ま
す
。

な
お
、
こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
給
与
な
ど
は
、
す
べ
て

税
や
各
種
保
険
料
を
差
し
引
く
前
の
金
額
で
す
。

参
　
考

住民基本 歳 出 額 実質収支 人 件 費 人件費率 （参　考）

区　分 台帳人口 平成13年度

（年度末） Ａ Ｂ Ｂ／Ａ の人件費率

平　成 H15.3.31 千円 千円 千円 ％ ％

14年度 14,778人 4,424,531 281,321 1,138,822 25.7 22.2
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区　　分 長　　生　　村 国

平成15年度支給割合 平成15年度支給割合

（期末・勤勉手当の計） （期末・勤勉手当の計）

期末手当 ６月期　2.25月分 ６月期　2.25月分

12月期　2.4月分 12月期　2.4月分　

勤勉手当 計　　4.65月分 計　　4.65月分

職制上の段階、職務の級など 職制上の段階、職務の級など

による加算措置　　有 による加算措置　　有

（支給率） 自己都合　　勧奨・定年（支給率） 自己都合　　勧奨・定年

勤続20年　 21.0月分　　 34.65月分 勤続20年　 21.0月分 28.875月分

勤続25年　33.75月分　　 44.55月分 勤続25年　33.75月分 44.55月分

勤続35年　 47.5月分　　 62.7月分 勤続35年　 47.5月分 62.7月分

退職手当 最高限度額 60.0月分　　 62.7月分 最高限度額 60.0月分 62.7月分

その他の　定年前早期退職特例措置 その他の
加算措置　2％～20％加算 加算措置

退職時特別昇給　　　1号給 退職時特別昇給　　　1号俸

１人当たり　18,348千円
平均支給額

表７　職員手当の状況

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員
に支給された平均額です。

支給対象地域 長生村全域

調 整 手 当 支給率 ２％

（平成15年 支給対象職員数 全職員

4月1日現在） 支給対象職員１人当たり平均
75,480円

支給年額（平成14年度決算）

区　　　　　　　　分 全　職　種

職員全体に占める手当支給職員の割合 12.9％

特 殊 勤 務 支給対象職員１人当たり平均支給年額 17,909円

手　　 当 手当の種類（手当数） 9

（平成14年度） 支給の多い手当 危険作業手当

代表的な手当の名称　多くの職員に支給
危険作業手当

されているもの

平成13年度
支給総額 15,839千円

時　間　外 職員１人当たり支給年額 119千円

勤 務 手 当
平成14年度

支給総額 13,053千円

職員１人当たり支給年額 95千円

区　　分 内　　　　　　　　容 国の制度との異同

・配偶者　　　　　　　　　　　　　14,000円

・配偶者以外の扶養親族

扶養手当
２人目まで　　　　　　　　 １人　6,000円

同　　じ
３人目から　　　　　　　　 １人　5,000円

16歳の年度初めから22歳の年度末までの

子がいる場合の加算　　　　 １人　5,000円

・借家の場合　　　　　　　家賃の額に応じて
異 な る

（家賃12,000円を　　　　　　　　27,000円
借家の場合国の住居手当 超える場合に限る） を限度に支給
制度と同じ

・自宅の場合　　　　　　　　　　4,300円

・電車、バスを利用する場合　　　全額支給

通勤手当 ・乗用車等を使用する場合使用距離に応じて 異 な る

2,000円から11,130円を支給

表８　特別職の報酬などの状況（平成15年4月1日現在）

区　　分 給　料　月　額　な　ど

村　長 788,000円

給　　料
助　役 639,000円

収入役 608,000円

教育長 577,000円

議　長 285,000円

報　　酬 副議長 237,000円

議　員 214,000円

（平成15年度支給割合）

村　長
６月期　　　　　　　　　2.25月分

助　役
12月期　　　　　　　　　2.35月分

収入役
計　　　　　　　　　 4.6月分

期末手当 教育長

（平成15年度支給割合）

議　長 ６月期　　　　　　　　　2.25月分

副議長 12月期　　　　　　　　　2.35月分

議　員 計　　　　　　　　　 4.6月分

対前年
主　な　増　減　理　由

平成14年 平成15年増減数

議　会 2 2 0

総　務 23 25 2 合併協議会派遣、休職者総務付

税　務 10 10 0

民　生 44 46 2
障害者支援制度導入により
障害者福祉係設置

衛　生 10 11 1 各種検診スタッフの充実

農林水産 11 11 0

土　木 12 12 0

小　計 112 117 5

学校給食調理員を臨時職員で教　育 27 25 △2
対応のため

小　計 27 25 △2

病　院 3 0 △3 診療所業務廃止

下水道 5 5 0

その他
8 7 △1 国保（施設勘定）特別会計廃止に

伴う業務減

小　計 16 12 △4

合　　計 155 154 △1

一
般
行
政
職
部
門

特
別
行
政
な
ど

公
営
企
業
な
ど

職　員　数
区　分

表９　部門別職員数の状況と主な増減理由

（各年４月１日現在）

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職
者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

◇期末手当、勤勉手当及び退職手当（平成15年４月１日現在）

◇調整手当

◇特殊勤務手当

◇時間外勤務手当

◇扶養手当、住居手当及び通勤手当（平成15年４月１日現在）○職員給与費　　平成15年度９月補正後の予算での
給与費の状況は、次のとおりです。

 

期末・
勤勉手当

給料
5億7,260万9千円
（66.9％）

職員手当
6,312万9千円
（7.4％）

2億2,031万8千円
（25.7％）

8億5,605万6千円
職員数
154人

給与費

(注)職員数は一般職の総数で、給与費とは、人件費のうち
職員に支給される給料と職員手当（退職手当を除く）を

いいます。

職員１人当たり給与費　555万9千円



お知らせのページ パート１

障害のある方が安心して暮らすことのできる社会をつくるためにはひとりひとりの思いやりが大切です。 6

み
な
さ
ん
か
ら
応
募
を
頂
き
ま
し
た

「
過
去
か
ら
未
来
へ
残
し
た
い
長
生
村
50

年
末
の
可
燃
ゴ
ミ
は
12
月
30
日（
火
）

ま
で
で
す
。
ま
た
、
年
末
年
始
の
可
燃

ゴ
ミ
回
収
は
、
１
月
６
日
（
火
）
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
野
犬
や

カ
ラ
ス
な
ど
に
散
ら
か
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ

下
水
環
境
課

（
32
）
２
４
９
４

選
」
が
、
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

【
伝
統
・
風
習
】

１
　
一
松
海
岸
の
地
引
き
網

２
　
青
海
苔
の
香
り
豊
か
な
お
雑
煮

３
　
青
海
苔

４
　
太
巻
寿
司

５
　
ア
ジ
の
た
た
き
な
ま
す

６
　
か
や
か
や
馬

７
　
八
坂
神
社
の
筒
粥

占
い

８
　
一
松
神
社
の
お
的

９
　
青
海
苔
採
り

10

筌
（
ず
え
）

11

六
兵
衛
の
虫
籠

12

ラ
カ
ン
マ
キ
の
造
形

【
ま
つ
り
】

13

住
吉
神
社
の
祭
り

14

三
嶋
神
社
の
祭
り

15

鈴
鹿
神
社
の
祭
り

16

岩
沼
獅
子
舞

17

水
口
の
神
輿
と
木
遣

【
建
造
物
】

18

三
嶋
神
社
本
殿

19

本
興
寺
の
四
足
門

20

村
内
に
あ
る
長
屋
門
と
土
蔵

21

中
瀬
大
橋

【
石
碑
】

22

長
生
観
音

23

諸
岡
文
節
の

壽
碑
と
朝
陽

塾
跡
碑

24

七
井
土
の
筆
塚

村
の
50
選
が

決
定
し
ま
し
た

25

村
内
に
あ
る
道
祖
神
・
道
標

26

村
内
に
あ
る
馬
頭
観
音

【
自
然
】

27

住
吉
神
社
の
森

28

一
松
神
社
の
社
殿
と
モ
ミ
の
木

29

薮
塚
養
眼
寺
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木

30

一
松
小
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木

31

入
山
津
八
幡
神
社
の
タ
ブ
の
木

32

金
田
の
行
屋
の
大
ク
ス

33

水
口
地
先
の
ハ
ン
の
木
の
群
落

34

一
松
海
岸
の
ハ
マ

ヒ
ル
ガ
オ
の
群
落

35

一
松
海
岸
の
砂
丘

36

食
虫
植
物

37

尼
ヶ
台
総
合
公
園

【
風
景
・
景
観
】

38

大
関
の
景
観

39

鵜
沼
堰
の
景
観

40

一
松
内
水
面
の
風
景

41

一
松
海
岸
か
ら
の
日
の
出

42

長
生
村
か
ら
見
る
夕
日

43

一
宮
川
の
河
口

44

中
之
郷
天
子
丸
橋

か
ら
の
富
士

45

中
将
堰
（
金
田
）

46

向
島
堰
（
中
之
郷
）

47

一
町
歩
堰
（
曽
根
）

48

マ
キ
塀

49

驚
か
ら
一
宮
方
面

の
眺
望

50

金
田
か
ら
睦
沢
方
面
の
眺
望

太
陽
く
ん
で
す

よ
ろ
し
く
！

年
末
年
始
の

ゴ
ミ
の
回
収
日

な
が
い
き元

旦
祭
開
催

長
生
村
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
、
笠
原
美
紀
子
さ
ん
（
一
松
新
屋
敷
）

の
デ
ザ
イ
ン
し
た
「
太
陽
く
ん
」
に
決

定
し
ま
し
た
。

顔
の
ま
わ
り
は
「
太
陽
」
を
あ
ら
わ

し
、
手
に
も
っ
て
い
る
の
は
村
の
花

「
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
」
で
す
。
服
と
ズ
ボ
ン

は
「
海
」
を
、
足
は
「
波
」
を
表
現
し
、

胸
の
Ｃ
は
長
生
村
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
す
。

今
後
は
、
こ
の
太
陽
く
ん
が
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
登
場
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

イメージキャラクター
「太陽くん」

元
旦
の
朝
４
時
30
分
か
ら
村
観
光
協

会
主
催
に
よ
る
「
な
が
い
き
元
旦
祭
」

を
一
松
海
岸
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

内
容
は
、
甘
酒
・
紅
白
餅
の
無
料
配

布
な
ど
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん

で
初
日
の
出

を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
が

少
な
い
の
で
、

乗
り
合
わ
せ

で
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

伝統ある筒粥占い木造りの中瀬大橋

村の花ハマヒルガオ村から観える富士山

あ
な
た
の
土
地

荒
れ
て
ま
せ
ん
か

「県税の休日納税窓口」を長生支庁税務課で開設します。今月は21日（日）午前９時～午後５時
自動車税などの県税を取り扱います。問い合わせは長生支庁税務課　　　22 - 1 7 2 1

7

社会保険に加入している
わたしに、国民健康保険税
がきた？

QQ．．長女が、10月１日から国民
健康保険に加入しました。私は以

前から会社の社会保険に加入して

いますが、11月に国民健康保険税

の納税通知書が私あてに送られて

きました。これはなぜでしょうか。

AA．．国民健康保険は、加入者の相
互扶助を図る社会保障制度で、市

町村が保険者となり、限られた財

源の中で保険給付を中心とする事

業を行っています。保険税は、所

得や資産など、その人の負担能力

に応じた負担と、世帯及び被保険

者一人あたりの一定額という負担

から構成されています。また、

40歳以上65歳未満の被保険者は、

医療給付費分と介護納付金分を併

せて納税することになります。

国民健康保険に加入していない

あなたに保険税の納税通知書が送

付されたのは、法令の規定により、

被保険者でない世帯主を被保険者

である世帯主とみなして保険税を

課すると規定されているからで

す。つまり、国民健康保険に加入

していない世帯主でも、その世帯

の中に加入している世帯員がいれ

ば、保険税の納付義務を負うこと

となるわけです。

ただし、保険税の算定は、加入

している長女のみで計算され、世

帯主であるあなたの所得などは算

入されません。

◇問い合わせ 税務課

32-2113

12
月
１
日
か
ら
現
在
の
割
引
証
は
廃

止
さ
れ
、「
身
体
障
害
者
手
帳
」「
療
育

手
帳
」
の
提
示
で
有
料
道
路
の
割
引
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
Ｅ
Ｔ

Ｃ
も
割
引
対
象
に
な
り
ま
す
。

○
事
前
に
健
康
福
祉
課
で
「
利
用
自
動

車
」「
有
効
期
限
」
を
手
帳
に
記
載
し
ま

す
。

○
事
前
に
健
康
福
祉
課
で
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利

用
対
象
者
証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す
の

で
、
有
料
道
路
事
業
者
へ
登
録
申
し
込

み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
割
引
措
置
の
有
効
期
間
は
２
年
間
で

す
。
そ
の
後
は
更
新
が
必
要
で
す
。

◇
改
正
時
期

手
帳
の
み
の
割
引
適
用
は
12
月
１
日

（
月
）
か
ら
で
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
割
引
適
用
は
平

税に関するＱ＆Ａ 

成
16
年
１
月
20
日
（
火
）
か
ら
と
な
り

ま
す
。

健
康
福
祉
課
の
申
請
受
け
付
け
は
12

月
１
日
（
月
）
か
ら
で
す
。

※
現
在
の
割
引
証
の
有
効
期
間
は
平
成

16
年
５
月
31
日
（
月
）
ま
で
。

※
割
引
の
対
象
と
な
る
人
、
対
象
と
な

る
自
動
車
は
現
行
と
同
じ
で
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

（
32
）
２
１
１
２

荒
地
と
な
っ
て
い
る
土
地
は
、
火
災

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
危
険
な
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
温
床

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

次
の
よ
う
な
土
地
を
所
有
し
て
い
る

人
は
、
至
急
草
刈
り
な
ど
の
土
地
の
管

理
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
正
し
く

管
理
さ
れ
て
い
な
い
土
地
に
つ
い
て
は
、

条
例
に
よ
り
勧
告
な
ど
を
行
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。

①
枯
草
で
荒
れ
て
し
ま
っ
た
土
地

枯
草
火
災
の
特
徴
は
、
火
の
ま
わ
り

が
と
て
も
早
い
と
い
う
点
で
す
。
風
上

か
ら
火
が
つ
く
と
、
瞬
く
間
に
火
が
燃

え
広
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
特
に
住
宅

が
隣
接
し
て
い
る
場
合
、
燃
え
移
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
大
変
危
険
で
す
。
所

有
者
の
責
任
に
お
い
て
管
理
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

個
人
で
草
刈
り
が
で
き
な
い
場
合
に

は
、
土
地
の
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
る

会
社
に
委
託
す
る
な
ど
し
て
管
理
し
て

く
だ
さ
い
。

②
枯
木
で
荒
れ
て
し
ま
っ
た
土
地

枯
木
が
多
い
と
、
枯
草
と
同
様
火
災

の
恐
れ
が
あ
り
危
険
で
す
。
ま
た
、
強

い
風
に
よ
り
倒
れ
て
隣
地
の
家
屋
な
ど

に
被
害
を
与
え
た
り
、
電
線
を
切
断
す

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
、

所
有
者
の
責
任
に
お
い
て
管
理
し
て
く

だ
さ
い
。

③
道
路
に
枝
が
は
み
で
て
し
ま
っ
た
土
地

枝
が
道
路
に
の
び
て
は
み
で
て
し
ま

っ
て
い
る
と
、
標
識
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

を
見
づ
ら
く
し
た
り
、
交
通
の
支
障
と

な
っ
た
り
、
事
故
を
起
こ
す
原
因
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
緊
急

自
動
車
（
消
防

車
、
救
急
車
な

ど
）
の
通
行
の

妨
げ
に
も
な
り

ま
す
。
こ
の
場

合
の
枝
の
伐
採

も
、
土
地
所
有

者
の
責
任
で
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ

総
務
課

（
32
）
２
１
１
１

障
害
者
の
有
料
道
路

割
引
制
度
が
変
わ
り
ま
す
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村村のの
でできき
ごごとと

いろ
いろ

食欲の秋も楽しめたようです ちびっ子たちも大いに盛り上げてくれました

産業まつりの開会式でおこなわれた鏡開き

大
盛
況
！
文
化
祭
・
産
業
ま
つ
り

11
月
２
、
３
日
と
文
化
会
館
、
中
央
公
民
館
、
旧
役
場
跡
地
を
会
場
に
長
生
村
50
周
年
記
念
の
文
化

祭
と
産
業
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

50
周
年
記
念
と
し
て
行
わ
れ
た
「
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
」
や
「
村
の
あ
ゆ
み
」
の
放
映
な
ど
も
実
施

さ
れ
、
来
場
者
は
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

日頃の練習の成果を充分に発揮

村の50選も写真展示されました

力作ぞろいのかかしコンテスト

9

学校に不審者が進入

村
主
催
の
合
同
七
五
三
祝
が
11
月
15
日

に
行
わ
れ
、
１
３
４
人
の
子
ど
も
が
文
化

会
館
ホ
ー
ル
に
集
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
市
原
村
長
か
ら
「
来
年
の
春

に
は
み
な
さ
ん
は
小
学
生
で
す
。
な
に
か

し
て
も
ら
っ
た
ら
、
あ
り
が
と
う
と
、
言

え
ま
す
か
？
」
と
の
質
問
に
大
き
な
声
で

「
は
い
、
で
き
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。

ま
た
、
村
内
の
小
学
校
長
か
ら
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
撮
影
後

ア
ニ
メ
映
画
が
上
映
さ

れ
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

合
同
七
五
三
祝
開
催

村長と一緒に記念写真を撮りました

11月1日文化会館ホールにて長生村50周年記念式

典が開催されました。本村の発展に貢献した191人、

７団体に表彰及び感謝状が授与され、国会議員など

多くの来賓も出席頂きました。

また、式典終了後「長生村50年のあゆみ」が放

映されました。

村の50周年記念式典

教師に取り囲まれた不審者？

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の
11

月
８
日
に
金
田
自
治
会
を
対
象
に
消
防
署

職
員
の
指
導
に
よ
る
防
火
診
断
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
、

各
家
庭
を
訪
問
し
調
理
機
具
の
使
用
状
況

や
消
火
器
の
設
置
場
所
や
有
効
期
限
、
危

険
物
の
貯
蔵
状
態
な
ど
が
診
断
さ
れ
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
も
火
災
を
お
こ
さ
な
い
よ

う
住
宅
内
や
家
の
ま
わ
り
の
草
刈
、
機
器

の
再
点
検
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

火
の
元
は

大
丈
夫
で
す
か
？

家のまわりに燃えやすい物など置いていませんか？

10月20日に高根小学校で、学校に不審者が侵入

した場合に備えての避難訓練が実施されました。

不審者に扮したＰＴＡ役員が4年1組の教室に侵入

しましたが、生徒は少し驚きながらも校庭に避難し、

教師に取り囲まれた侵入者は取り押さえられ、訓練

は無事終了しました。



10

健
診
と
予
防
接
種

▽
三
歳
児
健
診

（
Ｈ
12
年
８
・
９
・
10
月
生
）

と
　
き
＝
12
月
３
日
（
水
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

▽
三
種
混
合

と
　
き
＝
12
月
９
日
（
火
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

▽
乳
児
健
診

（
Ｈ
14
年
12
月
・
Ｈ
15
年
５

今
月
の
健
康
相
談

▽
と
　
き

12
月
５
日
（
金
）

19
日
（
金
）

▽
受
　
付

午
前
９
時
〜
11
時

30
分

▽
内
　
容

血
圧
測
定
・
血
糖

値
検
査
・
尿
検
査
・
尿
中
塩

分
測
定
・
み
そ
汁
塩
分

測
定
・
保
健
指
導
・
栄
養

指
導
な
ど

※
５
日
は
、
健
康
指
導
も
行
い
ま

す
の
で
、
希
望
者
は
保
健
セ
ン
タ

ー
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
調
査
書
の
配
布

まずはストレッチから（ヘルスアップ教室）

例
年
実
施
し
て
い
る
基
本
健

康
診
査
及
び
結
核
検
診
、
各
種

が
ん
検
診
な
ど
の
希
望
調
査
を

月
・
８
月
生
）

と
　
き
＝
12
月
17
日
（
水
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

保健衛生推進員の保健衛生推進員の
活動報告活動報告

健康コーナー

このページの問い合わせ　保健センター 32ｰ6800

11月6日、保健衛生推進員研修会が行なわれまし

た。今回は「楽しく体を動かそう！」というテーマ

で、インストラクターの坂本のり子先生をお招きし

て、家でも簡単にできる運動や自分の体のくせに気

づき意識すること、足裏マッサージなどたくさん教

えていただきました。終わった後は足裏がぽかぽか

としてとても体が軽く感じられ、大変気持ちの良い

時間を過ごすことができました。

代謝の良くなるつぼなども教えていただいたの

で、是非家でも続けていきたいと思います。

今月は３人の推進員を紹介します。

新屋敷　　　　 中之郷　　　　　高谷原

齋藤武子　 藍登志子　 諸岡孝子

今
月
下
旬
に
自
治
会
長
を
通
し
て

配
布
し
ま
す
。
こ
の
調
査
書
は
、

平
成
16
年
３
月
か
ら
実
施
す
る
村

の
住
民
検
診
の
対
象
者
を
把
握
す

る
大
切
な
も
の
で
す
。
家
族
で
相

談
し
、
記
入
も
れ
の
な
い
よ
う
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
16
年
１
月
９
日
（
金
）
ま

で
に
、
自
治
会
長
（
班
長
）
ま
た

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◇今月のおしゃべりひろばは１日（月）・16日（火）午前９時から正午です11

保健師だより

本当にそれはかぜ？

インフルエンザインフルエンザかも
今月の担当は池です

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

か
ぜ
は
違
う

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
体
内

に
入
る
こ
と
で
起
こ
る
感
染
症

で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
全

身
に
現
れ
る
強
い
症
状
が
特
徴

で
、
重
症
化
し
た
り
、
合
併
症

を
引
き
起
こ
し
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
軽
い
も
の
は
か

ぜ
（
普
通
感
冒
）
と
の
区
別
が

つ
き
に
く
い
の
で
す
が
症
状
が

重
く
、
爆
発
的
な
流
行
を
起
こ

す
こ
と
か
ら
、
か
ぜ
と
は
分
け

て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
や
幼
児
な
ど
は

特
に
注
意
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
高
齢

者
で
は
肺
炎
、
幼
児
で
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
と
い
っ
た
命

に
関
わ
る
合
併
症
を
引
き
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
約
１
／
４
が
肺

炎
を
発
症
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
関
連
疾
患
で
人
口
１
万
人
あ

た
り
１
人
が
死
亡
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
重
症
化
し

や
す
い
人
（
ハ
イ
リ
ス
ク
グ
ル

ー
プ
）
は
、
流
行
前
の
予
防
接

種
な
ど
、
か
か
り
つ
け
医
と
相

談
の
上
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
を
万
全
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
重
症
化
し
や
す
い
人

・
65
歳
以
上
の
高
齢
者

・
幼
児

・
妊
婦

・
慢
性
的
に
肺
、
呼
吸
器
や
心

臓
に
病
気
を
持
っ
て
い
る
人

・
糖
尿
病
や
腎
臓
病
の
人

・
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
人

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
す
る
に
は
！

○
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
手
洗
い
と
う
が
い
の
励
行

手
洗
い
は
、
か
ぜ
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
の
基
本
で
す
。

う
が
い
は
口
の
な
か
を
清
潔
に

保
つ
た
め
に
簡
単
で
よ
い
方
法

で
す
。
こ
と
に
ヨ

ー
ド
剤
が
含
ま
れ

て
い
る
う
が
い
薬

は
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
を
殺
す
作

用
が
あ
り
、
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
効
果
も
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

・
十
分
な
栄
養
と
休
養
を
と
る

水
分
を
十
分
に
取
り
、
規
則

正
し
い
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
。

睡
眠
は
、
11
時
前

に
寝
る
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

・
室
内
の
換
気
と
湿
度
に
注
意

し
ま
し
ょ
う

暖
房
器
具
は
、
室
内
の
空
気

を
乾
燥
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

乾
燥
し
た
空
気
は
ウ
イ
ル
ス

に
好
都
合
と
な
り
、
ま
た
、
か

ぜ
を
ひ
い
て
る
人
の
の
ど
を
さ

ら
に
痛
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

湿
度
に
も
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

・
で
き
る
だ
け
人
ご
み
を
避
け

外
出
の
と
き
は
マ
ス
ク
を
着
用

し
ま
し
ょ
う

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
、
せ
き
や
く
し
ゃ
み
な
ど
に

よ
っ
て
空
気
中
に
飛
び
散
っ
て

い
ま
す
の
で
、
病
院
や
学
校
、

電
車
の
中
な
ど
の
人
ご
み
で
は

注
意
が
必
要
で
す
。

◇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う

65
歳
以
上
の
人
は
、
個
人
負

担
金
１
、
０
０
０
円
で
、
長
生

郡
市
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て

接
種
で
き
ま
す
。
対
象
者
に
は
、

す
で
に
通
知
さ
れ
て
い
ま
す
が

12
月
中
旬
ま
で
に
は
接
種
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

流行シーズン 病気の経過 初期症状 発　熱 筋肉痛 合　併　症

か　ぜ ない ゆるやかに くしゃみ、 微熱
肺炎、気管支炎、中耳炎

（総合感冒） 通年かかる 進む 鼻水など （37～38℃）
軽度 など

（ただしかぜでは少ない）

ある 悪寒、 高熱 強いことが
かぜに比べて肺炎、気管

インフルエンザ
11～３月頃

急激に進む
高熱など （38～39℃） 多い

支炎、中耳炎、脳症な
どを起こすことが多い

かぜとインフルエンザの違い
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す
こ
や
か
な
成
長
を

子
の
名
　

親

地
　
区

渡
邉
　
大
典

正
和
　
高
根
新
屋
敷

高
橋
　
花
香

義
嗣
　
南
中
瀬

澤
田
　
彩
伽

一
弘
　
金
　
田

小
倉
　
美
咲

博
之
　
南
　
部

佐
瀬
　
誠
人

芳
典
　
下
　
村

宗
島
　
豪
宏

正
和
　
水
　
口

出
生
・
死
亡
（
10
月
受
付
）

ただ今夢中！（７）

今
月
は
俳
句
ク
ラ
ブ
に
お
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

毎
月
第
２
水
曜
日
の
午
後
１
時

か
ら
、
中
央
公
民
館
で
句
会
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
代
人
が
忘
れ
か
け
て
い
る
四

季
折
々
の
花
な
ど
の
季
語
を
交
ぜ

て
、
五
七
五
の
リ
ズ
ム
で
作
る
詩
、

そ
れ
が
俳
句
で
す
。

「
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
和

気
あ
い
あ
い
の
中
で
作
っ
て
い
る

と
、
心
が
豊
か
に
な
り
ま
す
よ
」

と
代
表
の
御
園
英
子
さ
ん
。

ク
ラ
ブ
の
歴
史
は
長
く
中
央
公

民
館
が
で
き
た
昭
和
47
年
に
発
足

さ
れ
、
当
時
の
ク
ラ
ブ
員
は
14
人

く
ら
い
で
し
た
が
、
一
番
多
い
時

に
は
25
人
で
活
動
し
て
い
た
そ
う

で
す
。

年
に
一
度
、
吟
行
（
俳
句
な
ど

を
つ
く
っ
た
り
し
な
が
ら
旅
行
す

る
こ
と
）
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
員
は
１
人
月
５
句
以
上
、

多
い
人
で
10
句
く
ら
い
作
り
、
み

ん
な
で
選
考
し
た
６
人
の
句
が
村

の
広
報
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

「
現
在
は
会
員
18
人
全
員
が
女

性
で
平
均
年
齢
も
上
が
っ
て
き
て

い
る
の
で
、
男
性
や
若
い
人
に
も

入
会
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」

と
御
園
代
表
。

み
な
さ
ん
の
楽
し
そ
う
に
俳
句

を
作
っ
て
い
る
顔
が
、
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
人
々
の
心
を
和
ま

せ
る
俳
句
を
お
作
り
く
だ
さ
い
。

俳 句 ク ラ ブ

まんがで選挙を考える

明るい選挙とは
まるはま

13

取　材
番外編

広報

人口と世帯

■人口

男　7,405人(+11)

女　7,481人(+12)

計 14,886人(+23)

■世帯数

5,040戸 (+13)

11月１日現在・（ ）内は先月比

写真写真
ささししああげげまますす
広報に掲載した写真
さしあげます
◇総務課広報広聴係

32ｰ2111

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

亡
く
な
っ
た
人

年
齢
　
地
　
区

石
塚
　
栄
司
　
53
歳
　
岩
　
沼

酒
井
　
は
る
　
88
歳
　
南
　
部

三
浦
　
ト
ミ
　
92
歳
　
蟹
　
道

細
谷
　
菊
雄
　
66
歳
　
宮
ノ
台

関
　
　
好
子
　
67
歳
　
信
　
友

酒
井
　
冨
美
　
90
歳
　
小
　
橋

東
條
　
し
み
　
60
歳
　
水
　
口

染
谷
　
は
る
　
96
歳
　
小
泉
北
部

小
倉

昇

75
歳
　
南
　
部

こ
の
欄
へ
掲
載
を
望
ま
な
い
人
は
、
届

出
時
に
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

未来の棋士目指して

たくさんのペットボトル

文化祭で行われた囲碁大会の

１コマです。中学生の古川君、

成人一般の部で健闘しました。

700本以上のペットボトルを

集めて作られました。産業まつ

りで実施された輪投げです。

僕僕僕僕 のののの 夢夢夢夢
私私私私 のののの 夢夢夢夢

僕の夢は、プロ野球選手になる事で

す。プロ野球界で、ファインプレーや、

ホームランを打ちたいです。入るチー

ムは、巨人です。目標は、二百安打で

す。オールスターにもでたいです。

田中　祐貴くん

一　松　小

４　年

私の夢は囲ごの棋士になることです。

ぐうぜんテレビをつけたら囲ご番組が

目に入りました。解説者がとてもかっ

こよく、どうどうとしていました。そ

れからよく弟と囲ごをやっています。

汐田　彩貴さん

高　根　小

５　年



笠
原
美
紀
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？
図書券が当たるよ図書券が当たるよ
クイズなんでも ちょうせいちょうせい
問　題
長生村のイメージキャラクターの名前は？

１、元気くん　２、ちば犬　３、太陽くん

◇応募方法 はがきに答えの番号、広報ちょ

うせいに対する意見を記入して応募してく

ださい。

◇応募先 〒299ｰ4394 長生村本郷１ー77

長生村役場総務課広報広聴係

◇締め切り 12月15日

◇賞　品 抽選で３人に、図書券を差し上げ

ます。

◇先月の答え ２、一松保育所

◇当選者　田中信介さん、小高正美さん
島田麻未さん

村の
歴史⑥

人人人人シリーズ

「
先
日
、
役
場
か
ら
郵
便
が

届
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
自
分
の

描
い
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
、
長

生
村
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
に
選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
を

初
め
て
知
り
ま
し
た
。
驚
い
た

の
と
同
時
に
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
ね
。
母
に
そ
の
こ

と
を
教
え
た
ら
と
て
も
喜
ん
で

く
れ
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、

先
日
公
募
し
た
「
長
生
村
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
で
見
事
、

最
優
秀
賞
と
し
て
採
用
さ
れ
た

「
太
陽
く
ん
」
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
笠
原
美
紀
子
さ
ん
（
一
松
新

屋
敷
）
で
す
。「
長
生
村
で
村

の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

募
集
し
て
い
る
の
で
、
応
募
し

て
み
た
ら
ど
う
か
と
知
り
合
い

か
ら
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

と
き
は
、
ま
さ
か
自
分
の
デ
ザ

イ
ン
が
採
用
さ
れ
る
と
は
夢
に

も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
」

笠
原
さ
ん
は
、
現
在
雑
誌
の

挿
絵
な
ど
を
描
く
仕
事
を
主
に

し
て
い
る
そ
う
で
す
。「
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
絵
を
描
く
の
が
好

き
だ
っ
た
の
で
、
美
術
関
係
の

専
門
学
校
に
行
っ
て
、
そ
の
後

こ
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
と
は
い
っ
て
も
、
ま

だ
は
じ
め
た
ば
か
り
な
の
で
す

が
。
で
も
い
く
つ
か
の
雑
誌
に

絵
を
描
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
将
来
は
、
プ
ロ
の
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
ね
」

「
太
陽
く
ん
」
の
デ
ザ
イ
ン

を
考
え
る
と
き
に
、
笠
原
さ
ん

かさはら・みきこ 昭和56年３月６

日、新潟県白根市生まれ、現在一松

新屋敷に在住。

美術関係の専門学校を卒業後、雑

誌などに挿絵を描く仕事をしている。

趣味は、読書と絵を描くこと。

私
が
「
太
陽
く
ん
」
を
描
き
ま
し
たさ

ん

今
回
は
昭
和
59
年
か
ら
63
年

頃
の
歴
史
で
す
。

村
政
推
進
の
拠
点
と
し
て
、

昭
和
60
年
９
月
に
待
望
の
新
庁

舎
が
完
成
し
ま
し
た
。
村
の
中

心
地
に
位
置
す
る
新
庁
舎
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
て

の
近
代
的
な
設
備
を
誇
り
、
村

づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
第
一

と
し
た
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
に
先
立
ち
昭
和

59
年
５
月
、
新
庁
舎
に
隣
接
し

て
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー

プ
ン
。
以
来
、
住
民
相
互
の
交

流
の
場
と
し
て
地
域
福
祉
の
増

進
を
図
り
、
高
齢
者
や
身
障
者

の
人
た
ち
の
憩
い
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
内
で
は

生
活
相
談
室
で
行
政
相
談
な
ど

の
事
業
や
大
浴
場
で
入
浴
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
昭
和
59
年
〜
63
年
）

新
庁
舎
完
成

村
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
に

最
優
秀
賞
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た

す
。
太
陽
く
ん
を
み
ん
な
に
か

わ
い
が
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
」
と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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作ってみよう！

今月の
料理

講師の関野さん

冬瓜と鶏肉のひすい煮・冬瓜と鶏肉のひすい煮・
茄子の肉詰め・窓の月茄子の肉詰め・窓の月

☆冬瓜と鶏肉のひすい煮
・冬瓜・・・・・800ｇ ・にんにく・・１片（すりおろす）
・鶏肉・・・・・1枚　　　　　・生姜・・・・１片（すりおろす）
・赤唐辛子・・・1本　　　　　・しょう油・・大３
・昆布茶・・・・大１ ・酒・・・・・大２
・枝豆・・・・・100ｇ ・みりん・・・大２
○作り方
①冬瓜は４～５cm角にきり皮をむく。
②鶏肉は食べやすい大きさに切りＡに30分程つける。
③②を火にかけ鶏肉の色が変ったら、水１Ｃを加え　冬瓜、赤唐辛
子の小口切り、昆布茶を加える。煮立ったら火を弱めて時々混ぜ
ながら20分～30分煮る。枝豆を色好く茹で加える。
☆茄子の肉詰め
・挽肉・・・150ｇ ・茄子（大）・５個
・塩・・・・小1/3 ・スープ・・・大２1/2（固形1/2）
・酒・・・・小２ ・砂糖・・・・大２1/2
・長ねぎ・・1/3本（みじん切り） ・しょう油・・大３
・生姜・・・１片 ・酒・・・・・大２
・生椎茸・・4枚　　　　　　　　　・ごま油・・・大１
・卵・・・・1/2 ・片栗粉
○作り方
①茄子は１cmの輪切りにして、中心をくり抜き片栗粉をふる。
②挽肉の中にＡを混ぜてよく練っておく。
③②を茄子の穴に詰めて、もう一度片栗粉をつけて油で両面を焼い
て取り出す。Ｂを煮立て茄子をもどし、汁のなくなる迄からめる。
最後にごま油を落す。
☆窓の月
・粉寒天・・・１袋　　　　　　　・バナナ・・・・２本
・水・・・・・２1/2Ｃ
・抹茶・・・・大１ ・片栗粉・・・・大１
・砂糖・・・・130ｇ ・水・・・・・・大１
○作り方
①寒天は水にしばらく浸しておく。
②火にかけ煮とかし砂糖を加える。
③抹茶と砂糖を混ぜ合わせ熱湯で溶かし②に加え、よく混ぜる。
④水溶き片栗粉を加え、よく混ぜ火を止める。
⑤バナナを２cm長さに切って長し缶に並べ④を流し冷し固める。

は
「
長
生
村
村
民
憲
章
」
か
ら

イ
メ
ー
ジ
を
作
っ
た
と
い
い
ま

す
。「
村
民
憲
章
の
燃
え
る
太

陽
と
九
十
九
里
浜
、
と
い
う
フ

レ
ー
ズ
か
ら
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

は
、
太
陽
と
海
を
感
じ
さ
せ
る

も
の
が
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

顔
と
そ
の
ま
わ
り
の
模
様
で
太

陽
を
表
し
、
服
と
ズ
ボ
ン
の
青

で
海
を
、
足
の
形
で
波
を
表
現

し
て
み
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
マ

ヒ
ル
ガ
オ
が
村
の
花
な
の
で
、

そ
れ
も
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
、
手
に
持

た
せ
て
み
ま
し
た
。
胸
に
長
生

村
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
Ｃ
を
入
れ
、

シ
ン
プ
ル
で
わ
か
り
や
す
い
、

そ
し
て
か
わ
い
ら
し
い
も
の
を

デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
」
と
太
陽

く
ん
の
デ
ザ
イ
ン
に
な
る
ま
で

に
苦
労
し
た
こ
と
を
話
し
ま

す
。「

私
の
作
品
が
、
長
生
村
の

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
採
用
さ
れ
た
の
は
、
と
て
も

う
れ
し
い
し
、
光
栄
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
こ
の

太
陽
く
ん
に
い
ろ
い
ろ
な
場
面

で
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
で

昭
和
60
年
６
月
に
は
、
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
が
稼
動
。
水
稲
で

150
ha
分
処
理
で
き
る
同
セ
ン
タ

ー
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
組
合
が
刈

り
取
り
、
１
ト
ン
づ
つ
の
出
荷

と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
取
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
稲
作
の
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
及
び
農
業
機
械
の

過
剰
投
資
の
抑
制
が
図
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
60
年
12
月
に
就
任
し
た

九
代
目
村
長
中
村
義
明
氏
の
も

と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
建
設
や
七
井
土
地
区
生
活
排

水
処
理
施
設
事
業
が
着
手
さ
れ

ま
し
た
。

世
間
で
は
地
価
が
高
騰
し
、

バ
ブ
ル
経
済
の
兆
し
が
見
え
始

め
た
頃
で
も
あ
り
ま
し
た
。

新しい役場庁舎（昭和60年）

Ａ

Ａ
Ｂ
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中中中中央央央央公公公公民民民民館館館館
ココココーーーーナナナナーーーー

長生村体育館　32ｰ1144 尼ヶ台総合公園　32ｰ0997

１
日
と
15
日

の
第
１
、
第
３

月
曜
日
と
28
日
、

29
日
、
30
日
、

31
日
は
体
育

館
・
武
道
館
・

弓
道
場
・
薮
塚

球
技
場
は
、
休

館
（
休
場
）
で

す
。

体育施
設の休

館日

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

◇
開
設
日

６
日
（
土
）
・

13
日
（
土
）
・
20
日
（
土
）
・

27
日
（
土
）
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で

◇
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

２
階
相
談
室

※
電
話
で
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。

（
32
）
４
０
６
７

体 の設施育 休
館

日

庭
教
育

相
談

家家庭教
育相談

◇
と
　
き

12
月
21
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
正
午

◇
と
こ
ろ

文
化
会
館
　
調
理
室

◇
講
　
師

関
野
和
子
先
生

◇
対
　
象

村
内
在
住
の
女
性

◇
参
加
費

１
、
０
０
０
円
（
申
し

込
み
時
に
集
金
し
ま
す
）

◇
募
集
人
員

20
人

◇
受
付
期
間

12
月
６
日
（
土
）
〜

13
日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
中
央
公
民
館
窓
口
で

※
電
話
で
の
受
け
付
け
は
し
ま
せ
ん

巻
寿
し
講
習
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

太太太太
生
歩
こ
う
会

12
月
の
例
会
案
内

長長長長
今
月
は
、
初
冬
の
東
海
道
沿
い
の

名
所
、
旧
跡
を
訪
ね
な
が
ら
東
京
新

橋
よ
り
品
川
ま
で
、
ほ
ぼ
平
坦
な
街

中
を
歩
き
ま
す
。（
歩
程
約
８
km
）
昼

食
は
芝
公
園
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

暖
か
い
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
と
　
き

12
月
20
日
（
土
）
八
積

駅
午
前
７
時
48
分
発
、
茂
原
駅
８
時

２
分
発
、
千
葉
行
乗
車
（
ホ
リ
デ

ー
パ
ス
利
用
）

◇
コ
ー
ス

新
橋
下
車→

愛
宕
神
社

そ
ば
打
ち
教
室
を
行
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
と
　
き

12
月
14
日
（
日
）
午
前

９
時
か
ら
正
午

◇
と
こ
ろ

文
化
会
館
　
調
理
室

◇
内
　
容

そ
ば
打
ち
と
試
食

◇
対
　
象

村
内
在
住
の
成
人

◇
持
参
す
る
物

エ
プ
ロ
ン
・
フ
キ

ン
・
三
角
巾
・
タ
ッ
パ

◇
費
　
用

５
０
０
円
（
申
し
込
み

時
に
集
金
し
ま
す
）

◇
募
集
人
員

20
人
（
先
着
順
で
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

◇
受
　
付

12
月
６
日
（
土
）
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
中
央
公

民
館
窓
口
で
（
電
話
で
の
申
し
込

み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）

ば
打
ち
に

挑
戦
し
ま
せ
ん
か

そそそそ →

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
博
物
館→

東
京

タ
ワ
ー→

増
上
寺→

芝
東
照
宮

→

高
輪
泉
岳
寺→

品
川
駅

◇
対
　
象

村
民

◇
参
加
費

会
員
以
外
２
０
０
円

（
保
険
代
と
し
て
）

※
ケ
ガ
な
ど
の
場
合
は
保
険
の
範
囲

以
内
で
対
応
い
た
し
ま
す
。

◇
持
ち
物

お
弁
当
、
雨
具
、
保
険
証

◇
問
い
合
わ
せ

岩
永
　
　
　
　
（
32
）
５
８
３
０

成
人
を

祝
う
式
典

新新新新
新
成
人
の
門
出
を
祝
う
た
め
、
次

の
と
お
り
成
人
式
を
行
い
ま
す
。

今
年
度
よ
り
式
典
は
、
成
人
の
日

の
前
日
に
行
い
ま
す
。

◇
と
　
き

１
月
11
日
（
日
）
午
前

10
時
か
ら

◇
と
こ
ろ

文
化
会
館
ホ
ー
ル

◇
対
象
者

昭
和
58
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
59
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

※
村
内
の
小
中
学
校
に
在
籍
し
、
そ

の
後
転
出
し
た
人
や
、
結
婚
、
仕
事

な
ど
で
新
し
く
長
生
村
の
住
民
に
な

っ
た
人
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
生

涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

（
32
）
５
１
０
０

懐かしい面々と記念撮影

17

十
一
月
の
句
抄

俳
句
ク
ラ
ブ

終
ひ
湯
に
冬
の
足
音
近
づ
け
り

中
村
　
英
子

十
一
月
に
な
っ
て
も
動
け
ば
汗
を
か
く
日
々
で
し
た
が
昨
夜
旅

か
ら
帰
り
風
呂
に
入
る
時
す
っ
と
肌
に
寒
さ
を
感
じ
て
の
作
で
す
。

盆
栽
に
蟷
螂
よ
じ
て
枯
れ
に
け
り

根
本
　
よ
し

盆
栽
の
美
し
く
し
っ
か
り
と
し
た
構
え
を
安
住
の
地
と
見
て
よ

じ
上
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
こ
の
様
子
に
憐
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

秋
思
ふ
と
遺
り
し
夫
の
免
許
証

柳
田
　
芳
子

抽
出
し
の
中
か
ら
亡
夫
の
免
許
証
が
出
て
き
ま
し
た
。
作
句
出

来
な
い
時
、
山
や
海
岸
へ
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
昔
を
思
ひ
出

し
ま
す
。

大
輪
の
白
菊
の
位い

に
夕
日
果は

つ

矢
部
　
甲
子

大
輪
の
白
菊
の
香
は
清
す
が
し
く
高
貴
な
気
品
を
感
じ
ら
れ
ま

す
。
や
さ
し
い
冬
日
も
菊
を
離
れ
夕
日
と
な
り
沈
み
ま
し
た
。

里
の
道
乏
し
く
咲さ

け
り
冬
あ
ざ
み

米
倉
　
安
糸

枯
れ
草
の
中
に
あ
ざ
み
の
花
を
見
つ
け
ま
し
た
。
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
て
、
そ
こ
で
一
句
。

花
買
う
て
一
日
楽
し
や
文
化
の
日

井
下
田
き
よ

文
化
祭
で
三
色
の
す
み
れ
を
買
ひ
文
化
祭
を
見
て
一
日
大
変
楽

し
い
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

生涯学習課　32ｰ5100 中央公民館　32ｰ3770

10
月
19
日
、
丸
山
町
民
体
育
館
に

お
い
て
、
丸
山
町
・
丸
山
町
教
育
委

員
会
主
催
に
よ
る
第
15
回
小
野
派
一

刀
流
々
祖
忠
明
杯
争
奪
剣
道
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

長
生
剣
心
会
で
は
、
今
回
は
６
年

生
男
子
主
体
の
１
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

全
招
待
参
加
96
チ
ー
ム
中
総
合
５
位

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
大
会
の
記
念

賞
と
し
て
「
石
火
の
一
刀
」
を
受
賞

し
、
ま
た
副
将
と
し
て
参
加
し
た
植

草
尚
信
く
ん
が
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

13
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
９
月
28
日

か
ら
尼
ケ
台
総
合
公
園
野
球
場
で
繰

り
広
げ
ら
れ
た
村
民
親
善
秋
季
野
球

大
会
が
10
月
26
日
に
終
了
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
優
　
勝

長
生
タ
イ
ガ
ー
ス

◇
準
優
勝

長
生
村
役
場

闘
し
ま
し
た

長
生
剣
心
会

健健健健
民
野
球
大
会
の

結
果
報
告

村村村村

◇
第
三
位

合
同
資
源

金
　
田

◇
最
優
秀
選
手
賞

菊
池
　
義
孝
（
長
生
タ
イ
ガ
ー
ス
）

◇
敢
闘
賞

長
谷
川
周
生
（
長
生
村
役
場
）

◇
打
撃
賞

芝
崎
　
広
幸
（
金
田
）

優勝した長生タイガース

村
民
文
化
祭
が
終
わ
っ
て

長
生
村
誕
生
50
周
年
記
念
事
業

と
し
て
開
催
し
た
村
民
文
化
祭
は

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
盛
大

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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文化会館　　32ｰ5100

涯
大
学
校
の

芸
能
大
会

生生生生

ク
リ
ス
マ
ス
を
華
麗
に
彩
る
、
長

生
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
会
。

◇
と
　
き

12
月
23
日
（
祝
日
）

開
　
場
　
午
後
１
時
30
分

開
　
演
　
午
後
２
時

◇
入
場
料

無
料

◇
問
い
合
わ
せ

長
生
高
校

（
22
）
３
３
７
８

千
葉
県
生
涯
大
学
校
外
房
学
園
の

平
成
15
年
度
研
究
体
験
発
表
・
芸
能

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◇
と
　
き

12
月
３
日
（
水
）

開
　
場
　
午
前
９
時
30
分

開
　
演
　
午
前
９
時
40
分

◇
内
　
容

学
生
に
よ
る
研
究
・
体

験
談
、
演
芸
の
発
表

◇
入
場
料

無
料

◇
問
い
合
わ
せ

千
葉
県
生
涯
大
学

校
外
房
学
園

（
25
）
８
２
２
８

生
高
校
吹
奏
楽
部

コ
ン
サ
ー
ト

長長長長 ホホホホ
ーーーー
ルルルル
のののの

イイイイ
ベベベベ
ンンンン
トトトト

ププププ
ララララ
ネネネネ
タタタタ

リリリリ
ウウウウ
ムムムム

火 木 土 日 祝
日 

午
後
３
時 

午
後
１
時
30
分 

  

〃  

３
時
30
分 

 ◇上映時間◇
冬のおはなし会を開催します
すばなしや絵本の読み聞かせな

ど、親子で楽しめるおはなし会を行

います。冬にちなんだお話とクリス

マスのゲームをしますので、是非聞

きに来てください。

◇と　き 12月21日（日）午後2時

30分より30分間

◇ところ 文化会館和室

◇対　象 4歳くらいから小学生ま

での子どもと保護者

◇定　員 40人（先着順）

◇申し込み 当日30分前より和室で

受け付け、事前の申し込みはいり

ません

◇問い合わせ 文化会館

32-5100

○
「
冬
の
星
座
」

○
「
地
平
線
を
越
え
て
〜
南
十
字
の

輝
く
空
〜
」

◇
ス
ト
ー
リ
ー

南
半
球
あ
こ
が
れ
の
地
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
。
な
か
で
も
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
な
港
町
シ
ド
ニ
ー
や
、
世
界
最
大

の
１
枚
岩
エ
ア
ー
ズ
ロ
ッ
ク
の
人
気

は
高
く
、
観
光
の
目
玉
に
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
番
組
で
は
、
そ
れ
ら
の
土
地

を
舞
台
に
、
南
半
球
の
太
陽
の
動
き

や
、
日
本
か
ら
は
見
る
こ
と
の
出
来

な
い
天
体
の
姿
や
、
星
座
達
を
紹
介

し
ま
す
。

◇
入
場
料

村
民
・
小
学
生
・
・
・
無
料

中
学
生
・
・
・
・
・
・
１
０
０
円

大
　
人
・
・
・
・
・
・
２
０
０
円

◇
と
　
き

12
月
７
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分

◇
内
　
容

花
い
っ
ぱ
い
運
動
・
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ち
ば
ビ
デ
オ
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀

賞
受
賞
作
品
上
映

講
演
　
生
涯
学
習
と
家
庭
教
育

「
家
庭
は
教
育
の
原
点
、
親
は
人

生
初
の
教
師
」

講
師
　
お
茶
ノ
水
女
子
大
学
名
誉

涯
学
習
振
興

大
会
開
催

生生生生

教
授
　
森
　
隆
夫
氏

◇
入
場
料

無
料

◇
主
　
催

長
生
村
教
育
委
員
会

◇
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

（
32
）
５
１
０
０
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今今今今
月月月月
のののの
一一一一
冊冊冊冊

今 月 の 新 刊

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名
秋日和　　　　　　　　　　　　　　　　赤瀬川　隼

異形の城　　　　　　　　　　　　　　　東　　秀紀

ＬＡＳＴ　　　　　　　　　　　　　　　石田　衣良

燃える蜃気楼　　　　　　　　　　　　　逢坂　　剛

「新しい人」の方へ 大江　健三郎

もしも私が、そこにいるならば　　　　　片山　恭一

やさしい男　　　　　　　　　　　　　北原　亜以子

渚にて　　　　　　　　　　　　　　　　久世　光彦

真夜中のユニコーン　　　　　　　　　　栗本　　薫

ユニット　　　　　　　　　　　　　　　佐々木　譲

くろふね　　　　　　　　　　　　　　　佐々木　譲

海賊船幽霊丸　　　　　　　　　　　　　笹沢　佐保

鴉婆　　　　　　　　　　　　　　　　沢田　ふじ子

嵐山殺景　　　　　　　　　　　　　　沢田　ふじ子

秘密のミャンマー　　　　　　　　　　　椎名　　誠

お父さんエラい！　　　　　　　　　　　重松　　清

美しい魂　　　　　　　　　　　　　　　島田　雅彦

エトロフの恋　　　　　　　　　　　　　島田　雅彦

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名
天窓のある家　　　　　　　　　　　　　篠田　節子

炎（ひ）と氷　　　　　　　　　　　　　新堂　冬樹

ナポリ魔の風　　　　　　　　　　　　高樹　のぶ子

夜のミッキーマウス　　　　　　　　　谷川　俊太郎

小説ザ・ゼネコン　　　　　　　　　　　高杉　　良

Ｃurtain 谷村　志穂

探偵大杉栄の正月　　　　　　　　　　　典厩　五郎

つまらない男に恋をして　　　　　　　藤堂　志津子

熱欲　　　　　　　　　　　　　　　　　堂場　瞬一

曾呂利新左衛門　　　　　　　　　　　　童門　冬二

街角の犬　　　　　　　　　　　　　　　鳴海　　章

アノニマス　　　　　　　　　　　　　　野崎　六助

anego 林　真理子

箱崎ジャンクション　　　　　　　　　　藤沢　　周

山ん中の獅見朋成雄　　　　　　　　　舞城　王太郎

イリュージョン　　　　　　　　　　　　松岡　圭祐

絵具屋の女房　　　　　　　　　　　　　丸谷　才一

総統の子ら　　　　　　　　　　　　　　皆川　博子

旧
ソ
連
の
核
物
質
を
め
ぐ

る
テ
ロ
リ
ス
ト
と
ア
メ
リ
カ

の
水
面
下
の
攻
防
。
旧
ソ
連

の
核
施
設
や
、
極
秘
ウ
ラ
ン

移
送
作
戦
へ
の
綿
密
な
取
材

で
、
核
密
輸
の
実
態
に
迫
る

渾
身
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
同
名
番
組

を
も
と
に
書
き
下
ろ
し
。

核
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
時
代

Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
「
核
テ
ロ
取
材
班
」

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス斎

藤
　
勝
子

手
づ
く
り
リ
ー
ス
で
ロ
マ

ン
テ
ィ
ッ
ク
な
ク
リ
ス
マ
ス

を
演
出
し
ま
せ
ん
か
？
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
ハ
ン
ガ
ー
の
よ
う

な
身
近
な
素
材
で
作
る
ベ
ー

ス
や
、
キ
ッ
チ
ン
ス
パ
イ
ス

に
も
な
る
赤
と
う
が
ら
し
の

リ
ー
ス
な
ど
、
誰
で
も
簡
単

に
出
来
る
リ
ー
ス
の
作
り
方

を
紹
介
。

入りました

10年後の「結婚しないかもしれない

症候群」 谷村　志穂

囲碁の必殺ワザ 横内　　猛

旅の絵本　５ 安野　光雅

アメリカの歴史教科書が教える日本

の戦争 高浜　　賛

セブンスタワー２

ガース・ニクス

デルトラ・クエストⅡ　２幻想の島　

エミリー・ロッダ

リクエ トス 本 が
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総　務　課　32ｰ2111 健康福祉課　32ｰ2112 税　務　課　32ｰ2113 産　業　課　32ｰ2114 住　民　課　　　　32ｰ2115

建　設　課　32ｰ2116 教育委員会　32ｰ2117 都市計画課　32ｰ2493 下水環境課　32ｰ2494 総合福祉センター　32ｰ3391

収 入 役 室 32ｰ4741 農業委員会　32ｰ4742 企画財政課　32ｰ4743 議会事務局　32ｰ4744 保健センター　　　32ｰ6800

千葉県では国の構造改革特別区

域政策の認定を受け、障害をもっ

た人が身近な施設でデイサービス

を受けることができるようになり

ました。これにより長生村でも８

月29日に認定を受け、10月１日

から社会福祉法人長生会「だるま

さん」と社会福祉法人徳生会「ま

きの木苑」で身体障害者と知的障

害者、障害児のデイサービス受け

入れが可能になりました。

施設を利用したいけれど近くに

空きがないといったお悩みなどが

ありましたら各施設、または長生

村役場までご相談ください。

◇問い合わせ
だるまさん　　　　　30-0123

まきの木苑　　　　　30-0707

健康福祉課　　　　　32-2112

夜夜夜夜 間間間間 急急急急 病病病病 診診診診 療療療療 所所所所 日日日日 曜曜曜曜 祭祭祭祭 日日日日 当当当当 番番番番 医医医医

診療科目　内科・小児科　診療時間午後８時～午後11時

消防署裏　　　24ｰ1010

夜間急病診療テレフォン案内

24ｰ1011 午後７時～翌午前６時まで

診療時間

午前9時～午後5時

長生郡市合併

協議会開催

身近な場所で

デイサービスを

今月は固固固固 定定定定 資資資資 産産産産 税税税税
国国国国 民民民民 健健健健 康康康康 保保保保 険険険険 税税税税
介介介介 護護護護 保保保保 険険険険 料料料料 の納付月です

月・日 一宮地区 茂原地区内科系 茂原地区外科系

12・ ７
津谷クリニック 宮山医院 森川病院
32ｰ5645 22ｰ4873 25ｰ2510

12・14
長生八積医院 鈴木医院 高田整形外科医院
32ｰ3282 22ｰ2630 22-0111

12・21
よねもと整形外科 吉田医院 山之内病院
40ｰ1065 34ｰ3045 25ｰ1131

12・23
長島医院 大曽根マタニティ 宍倉病院
42ｰ8800 22ｰ2561 24ｰ2171

12・28
睦沢診療所 大塚内科 菅原病院
44ｰ2236 23ｰ6121 25ｰ1171

12・31
秋場医院 鵜沢医院 森川病院
42ｰ3323 34ｰ2008 25ｰ2510

第４回長生郡市合併協議会を次

のとおり開催します。

◇と　き 12月10日（水）午後

１時30分から

◇ところ 長南町役場分館第１会議室

※合併協議会は傍聴することがで

きますが、会場の都合で人数は限

られます。

第４回会議では、傍聴席を50席

用意いたします。傍聴を希望する

方は、会議開始15分前までにお出

でください。詳しくは、長生郡市

合併協議会事務局にお問い合わせ

ください。

また、合併協議会の会議内容は、

毎月１日に発行される「合併協議

会だより」にも掲載されています。

配布方法は新聞折り込み（朝日、

読売、毎日、産経、千葉日報）に

て行われます。新聞をおとりでな

い人のために各市町村の公共施設

にも置いてあります。

◇問い合わせ　長生郡市合併協議会
25-7588

10時～午後３時

◇ところ 長生村総合福祉センター

◇内　容 いじめ､家庭問題、借

地・貸家・名誉・信用・差別・

人権上の問題や悩みごとなど

◇相談員 人権擁護委員・法務局

職員

◇問い合わせ　住民課
32-2115

意見を述べる東條委員
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役場の電話番号 

 

お知ら
せ 

福祉の就職フェア

inちば開催

明るい選挙
推進大会開催

明るい選挙推進大会が次のとお

り開催されます。政治や選挙につ

いて関心を高めていただくための

講演会を行いますので、お気軽に

ご来場ください。

◇と　き 12月７日（日）

午後１時～３時15分

◇ところ 茂原市東部台文化会館

◇講演内容 「これからの

政局の焦点」

講師　岩美隆夫氏

（政治評論家）

◇入場料 無料

◇申込締め切り
12月５日（金）

当日会場でも受け付けます

◇申し込み・問い合わせ
長生支長総務課企画調整班

22-1711

長生村選挙管理委員会

32-2111

特設人権相談所を

開設します

一宮人権擁護委員協議会と千葉

法務局（一宮支局）では、人権週

間にちなみ「特設人権相談所（又

は法務総合相談所）」を開設し、

各種相談ごとに応じます。

◇と　き 12月15日（月）午前

相　談　内　容 と　　　　　き と　　こ　　ろ

◎心配ごと相談 毎週月曜日　午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎人権相談 12月15日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎結婚相談 12月21日（日）午前11時～午後３時 コミュニティーセンター 32ｰ3134

◎住民法律相談 12月15日（月）午後１時から（要予約） 総合福祉センター　　32ｰ2111

◎法律相談 12月19日（金）午後１時～午後４時（要予約） 長　生　支　庁　　　25ｰ7830

◎行政相談 12月15日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎人権相談 毎週月曜日　午前９時～午後４時 千葉地方法務局一宮支所 42-3515

各各各各 種種種種 相相相相 談談談談

※住民法律相談の予約は、当月分を毎月第１月曜日午前９時から役場総務課　　32ｰ2111で、長生支庁での
法律相談の予約は、当月分を毎月第２金曜日午前９時から長生支庁においてそれぞれ電話で受け付けします。

千葉県福祉人材センターでは、

福祉施設などに就職を希望する人

を対象に「福祉の就職フェア・in

ちば」を開催いたします。

内容は、各施設職員による個別

面談などです。

仕事の内容や、疑問点などお気

軽にご相談ください。

◇と　き 12月６日（土）午後零

時30分～３時30分（受付午前

11時30分～）

◇ところ 幕張メッセ国際会議場

２階コンベンションホールＡ

◇参加方法 当日会場へお越しく

ださい

◇問い合わせ 千葉県福祉人材研

修センター

043-248-1294

障害者の携帯電話

料金を割引きます

「身体障害者手帳」「療育手帳」

「精神障害者保健福祉手帳」のい

ずれかの交付を受けている人に対

する、携帯電話の基本使用料など

の割引が開始されました。現在、

携帯電話をお持ちの人、これから

携帯電話を購入しようとしている

人は、各携帯電話会社にお問い合

わせください。

◇問い合わせ 健康福祉課

32-2112

人権相談、行政相談、心配ごと相談は原則として予約制です。（当日も受け付けします）



今年も残すところあとわず
かとなりました。最近、月日
がたつのがとても早いです。
ついこの間、新年の挨拶をし
たと思ったのに、あっという
間に年末です。
新年の目標を立てる暇もな

いまま今年も終わろうとして
います。来年こそ目標を立て
よう！　　　　　　　 （い）

おとぎ話を描きま
した。猫の毛がうま
くできました。

高根小
（４年生）

くじら雲の絵を描
きました。くじらが
うまく描けました。
空の色使いが難しか
った。

一松小
（１年生）

鈴木優磨くん

平成15年12月1日発行　編集・発行：長生村役場総務課　〒299-4394 千葉県長生郡長生村本郷1-77 0475-32-2111

うちにいるミニチュアダックス

フンドとボールで遊ぶのが最近の

お気に入りです。

平成14年12月14日生
父・小林　利幸、母・書子さん

拓 実
み

ちゃん（信友）

歩けるようになってから、何に

でも興味を持って、家の中を暴れ

まわっています。

平成14年12月22日生
父・鈴木　直樹、母・美智子さん

絢 也
や

ちゃん（七井土）

キク科の多年草。日本の
代表的な花の一つ。主に秋に咲き、
花の色・形などにより、非常に多くの品種
があり、大きさにより大菊・中菊・小菊と大別さ
れる。古くは中国から渡来したとされ、江戸時代に改良が
進んだ。観賞用に栽培されている。 （撮影地：中央公民館）

菊

ネイチャー 
　　フォト 

元
気
で
す

西尾祐樹 くん

マグリットの光
と影をイメージし
て描きました。空
の色使いと水に写
った光の表現が難
しかった。

長生中
（３年生）

小倉千彩都 さん

この広報は再生紙を使用しています。


